
2006年 副理事長 滝川和彦 ご挨拶 

本年度、副理事長を務めさせて頂きます滝川和彦でございま

す。宜しくお願い申し上げます。 

 私が大阪菓業青年クラブに入会させて戴き 15年という月日が

経ち、 気が付けば今年で現役会員も卒業となる予定でしたが、

まだまだがんばります。入会当初は業界の事も全く解らずただ

行事などに参加するだけだったのですが、班会 合や様々な行

事に参加させて頂き色々な体験や交流が出来、又諸先 輩の皆様には公私ともども大変為

になるお話し等を聞かして頂き、年齢をこえて交流が出来、沢山の方々と知り合いに為れた

のは私にとって非常に大切な財産になると思います。 

 さて、本年度は緒方理事長のもと運営室・広報室を担当補佐させていただく事になりまし

た。「新たなる青年クラブの出発点！！」をテーマに、 １人でも多くの方々がクラブ運営によ

り積極的参加し、クラブ会員が一致 団結し、愛あふれる充実した楽しい青年クラブになるよ

うに、またこれからの時代にあった青年クラブを皆さんとともに創り上げて行きましょう。 

 最後になりましたが、緒方理事長の下、この１年間精一杯がんばり ますので宜しくお願い

申し上げます。 

 



2006年 副理事長 山岡 毅 ご挨拶 

本年度、副理事長をさせて頂く事になりました南班の山岡 毅で

す。どうぞ宜しくお願い致します。 

思えば１1年前、入会させて頂いた頃は多種多彩な菓子業界の

方々と楽しくさせてもらえればいいかなと思い、軽い気持ちで事

業等に参加させて頂いていました。年数が経つに連れ、班長、副

室長等の役職はさせて頂きましたが、まさか自分に副理事長の

声がかかるとは思いもせず想定外でした。 

後一年で卒業出来ると思っていましたので正直言って複雑な思いと、今回は会員研鑽室の

室長兼任という事で重大な責任を背負う事になり、我が青年クラブも人材不足で大変な事態

になってきたと実感する次第です。不安もありますがお受けした以上は緒方理事長の下、微

力ながら会員の皆様方の為に尽く所存ですので、今年一年間宜しくお願い致します。 

さて、本年度は改革元年の年、緒方理事長が掲げる「新たなる青年クラブの出発点！」のテ

ーマに沿って運営してまいりますが、現状は会員の減少、事業での参加減少が当クラブの

今の姿です。今年から５年かけて定年を延ばす事になり、組織的には充実した運営を図る

事は出来ますが、やはり会員の皆様方が事業に参加して頂けないと活性化する事は出来ま

せんし、活性化しなければ新入会員も増えてはいかないと思います。この問題を切実に受け

とめ、少しでも解消できるように全力で取り組み、魅力あふれる青年クラブ、楽しい青年クラ

ブである事を願い、皆様方と共に歩んで行きたいと考えています。 

最後になりましたが、今年一年間、会員の皆様方にはご迷惑をお掛けする事もあるかもしれ

ませんが、多大なるご支援、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い致します。 

 



2006年 副理事長 阿佐昌彦 ご挨拶 

この度、大阪菓業青年クラブの副理事長をさせていただくことに

なりました阿佐昌彦でございます。今年一年、緒方理事長の少し

でも助けになれるよう精一杯がんばる所存でございますのでみな

さまどうぞよろしくお願いいたします。 

 昨年度は、松本理事長のもと、運営室長として、大阪菓業青年

クラブの規約変更の臨時総会、第 52回総会を含め、いろいろな

行事、または、青年クラブの運営に携わらせていたき、自分自身、青年クラブ自身の偉大さ、

会の運営の難しさ痛感致しました。いろいろな先輩、仲間から、叱咤激励され、何とか一年

間なんとか運営室長を努めることができ、感謝の気持ちで一杯です。 

 今期は、副理事長として、緒方理事長を支えていかなければならない立場となり、かなりの

プレッシャーも感じてはおりますが、青年クラブ全体をまとめムードメーカーの役割も果たそ

うと思っております。会員みんなが、興味をもち、参加し、相互研鑽、親睦を図れるような、大

阪菓業青年クラブになれるよう、たいしたことはできませんが、精一杯がんばっていく所存で

ございます。 

 諸先輩方が継承されてきた、この伝統ある大阪菓業青年クラブは、未来に向って発進する

スタートの年でもあります。どうぞ皆さんご協力いただけますようお願いいたします。 

 最後になりましたが、私自身、副理事長として、頼りない点も多々あるとは思いますが、ご

指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。 

 



2006年 運営室長 向畑和典 ご挨拶 

本年度、運営室長を担当させて頂く事となりました向畑和典でご

ざいます。 

 青年クラブに入会させて頂き早いもので今年で 8年目となりま

す。入会当初は 右も左も解らずただひたすら理事会やいろいろ

な行事に参加させていただきました。 そして、回数を重ねるうち

に先輩の皆様方や、沢山の方々とも交流できるようになり、貴重

な御意見を頂いたり青年クラブとはどのような活動をしているのかが解ってきました。 何事

にも積極的に参加することによって、何らかの形でこれからの自分の財産になっていくと思

います。 

さて、今年は定年延長という改革元年の年でもあります。当クラブの新たなる出発点として、

さらなる会員開発の強化や OBの方々との連携、そして長年御支援下さってます協賛会員

の皆様との調和をフットワークよく統括して行かなければなりません。また、クラブ運営をより

よく円滑して行くにはクラブ会員のご協力も必要です。クラブ員が一丸となって新たなる青年

クラブを創り上げましょう。 

運営室長という大事な役ではございますが、微力ながらこの一年間精一杯頑張りますので、

至らぬ点ございますが、宜しくお願いいたします。 

 



2006年 会員研鑚室長 箕浦康之 ご挨拶 

平成 18年度、渉外室室長のお役を担う事になりました 

箕浦康之です。 

私は、4年前にご縁を頂いて大阪菓業青年クラブへ入会致しまし

た。 皆様、どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

先般、50周年事業へ参加させて頂きましたが、先人の青年クラブ

への 気概と歴史の重みを強く感じました。 

今年、現役会員、OBの皆様が心温かく配慮下さるおかげで、現役員が運営しやすい 環境

にあると思います。 その環境に感謝し、渉外室活動を良き充実したものにしてまいります。 

 



2006年 広報室長 津田照久 ご挨拶 

本年度、広報室長をさせていただくことになりました津田照久で

す。どうぞよろしくお願いします。 

前年度、私は写真、ビデオ等、記録係的な事をしていました。記

録の管理で過去の画像等を見て思うことは、会合や行事ではす

ごく楽しそうで元気があり、会議では真剣な場面だらけです。とて

も有意義なクラブだと思いかえします。この記録を1人占めになら

ない様に活用、配信していけないか模索しながらなのでありますが広報室活動をしていきた

いと思います。  

また、本年度のテーマ「新たなる青年クラブの出発点」や会員開発プロジェクトを 

念頭において、（魅力ある）青年クラブを対外的に配信できないものかと思う 

所存です。  

まだまだ経験不足で至らぬ点だらけだと思いますが、「若手がやっていかなくては」という事

を強く言われた先輩方の期待に答えるよう努力、勉強していきたいです。 

最後になりましたが､一年間、私 1人の力では出来ないことも出てくると思いますので、これ

からも協賛会員の皆様方､OB会員の諸先輩方及び現役会員の皆様方におかれましてはご

指導､ご鞭撻、何卒、宜しくお願い致します｡ 

 



2006年 東班班長 井上敬介 ご挨拶 

皆様こんにちは。このたび東班の班長を務めることになりました、 

株式会社井上商店の井上敬介と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

まだ入会させていただきまして、間もない私ですが、 このような

大役を仰せつかりましたこと、不安でありながらも、 感謝いたし

ております。まだまだ右も左も分からない未熟者ではございます

が、 諸先輩方にアドバイスをいただきながら、皆様にご迷惑をおかけしないよう、 精一杯が

んばりたいと思います。1年間どうぞよろしくお願いいたします。 

よろしくお願いいたします。 

 



2006年 南班班長 秦 聡司 ご挨拶 

本年度、班長を務めさせて頂く事になりました 秦聡司でござい

ます。 入会して早いもので 3年目を迎えました。これまでの私は

何をしたらよいのかわからず、 ただ皆様の後につき行事などに

参加するだけでした。 今期、班長の任に就くにあたり改めて感謝

し一年間、微力では御座いますが頑張って 活動していきたいと

思っております。  私 1人の力では出来ないこともたくさん出てく

ると思いますのでこれからも先輩方、 アドバイス、ご指導、ご協力の程、宜しくお願い申し上

げます。  

50周年事業もおわり、これから 60周年へのスタートの年、楽しく過ごせる南班をめざして活

動していきたいと思います。 よろしくお願いいたします。 

 



2006年 北班班長 吉田秋人 ご挨拶 

皆さんこんにちは。今年度北班の班長を務めさせて頂きます吉

田でございます。 

 思えば一昨年にも班長をやらせて頂きました。今回が二回目と

なる訳です。一昨年は本当に何をやっていいのかわからずに班

員の皆様に多大なるご迷惑、失礼があったかと思いますので、今

回は一昨年以上に充実した班活動を目指します。 

具体的には、五月に班旅行と班会合を開く予定でございます。その他にも、班員の親睦を深

める為にリクレーション活動を夏から秋にかけて実施する予定でございます。 

こんなつたない班長ではございますが一年間どうぞ宜しくお願いいたします。 

 



2006年 中班班長 綱木隆太郎 ご挨拶 

今年度、中班の班長をさせて頂くことになりました、綱木隆太郎で

す。 

思い起こせば、青年クラブに入会したのが、９年ほど前、気がつ

けば 2度目の班長就任となります。 50周年を終え、新たな青年

クラブ作りのために、定年制が延長された 昨年度、喜ばしいこと

に念願の若手班員がOB様のご尽力により、我が 中班に 3名が

入ってこられました。 私を含め、現役人数は４名という厳しい状況は変わりませんが、今年

度、 この 4名を中心に班活動を充実化し、よりいっそう班の結束を深めると ともに、新たな

会員の開発を模索していきたいと思っている所存で御座 います。  

また、私 1人で中班を活性化できるなどとは思っておりません、是非とも 班会、本会行事へ

の積極的な参加、そして御指導頂きますようお願い 致します。 

最後になりましたが、班長も 2度目とはいえ、まだまだ若輩者なので 至らぬ点等あろうと思

いますが、何卒、宜しくお願い致します。 
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